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数ナノメートルの半導体微粒子である「量子ドット」は、
光機能材料の最小単位であり、照明、ディスプレイ、光
通信の高性能化を支援する基本コンポーネントとして注
目を集めている。スペクトル半値幅が狭く、色純度の高
い「バンド端発光」を特徴とし、高発色の液晶ディスプレ
イに搭載されるなど、社会実装も進んでいる。しかし、
優れた量子ドットは総じてカドミウム化合物であるため、
新材料開発の機運に乗じてカドミウムフリーの低毒性

「硫化銀インジウム量子ドット」を開発した。ところがそ
の発光はスペクトル半値幅の広い「欠陥発光」であり、カ
ドミウム化合物のようには扱えないと考えられてきた。

数年前、ナノ粒子表面で起こる分子レベルの変化と量
子ドットの発光に関して基礎的研究を行っていた我々は、
欠陥発光の原因がコア結晶内部ではなく、表面にあると
考えるようになった。そして結晶性が乏しく、当時誰も注
目していなかった材料である「硫化ガリウム」で粒子表面
を覆ったところ、欠陥のない界面が形成され、色純度に
優れたバンド端発光を得ることに世界で初めて成功した。

特徴・独自性

非晶質硫化ガリウムによるナノ粒子表面改質の成功は、
高結晶材料を重視する従来型の量子ドット設計に一石を投
じた。この知見を粒子間の電気的結合にも応用し、量子ド
ットELやレーザーなどの次世代デバイス開発に貢献する。

研究の先に見据えるビジョン
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